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2008年（平成20年） ４月号 （２）

捌問い合わせ先

捌財政課財政係

捌緯(76)0963

３
月
議
会
に
お
い
て
一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
ど
り
市
の
平
成

年
度
予
算
は
、
『
歳
入
に
見
合
っ
た
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
予
算
規
模
の
堅
持
・
強
化
』

20

を
目
指
し
つ
つ
、
『
供
選
択
と
集
中
僑
に
よ
る
社
会
基
盤
整
備
や
新
時
代
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
計
画
的
に
着
手
す
る
』

こ
と
を
予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
位
置
づ
け
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
を
１
６
７
億
９
，
４
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成

年
度
の
施
策
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
７
つ
の
柱
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

20

平成20年度の主な事業（７つの柱）
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対前年比予算総額

145.3%1億139万円鉄道経営対策事業特別会計

2.7%53億345万円国民健康保険（事業勘定）特別会計

1.9%1億4,261万円国民健康保険（診療所勘定）特別会計

▲87.3%5億2,371万円老人保健特別会計

新規6億6,338万円後期高齢者医療保険特別会計

1.7%28億5,158万円介護保険（保険事業勘定）特別会計

▲25.8%1,626万円
介護保険（介護サービス事業勘定）

特別会計

16.1%7,540万円簡易水道事業特別会計

▲6.1%6,900万円農業集落排水事業特別会計

30.6%3億8,000万円富弘美術館事業特別会計

▲7.0%12億6,500万円下水道事業特別会計

▲9.6%642億5,333万円競艇事業特別会計

対前年比予算総額

▲8.0%14億2,652万円水道事業会計

▲5.5%2億7,555万円農業共済事業会計

▲6.0%3億9,863万円国民宿舎事業会計



第
２
回
桐
生
・
み
ど
り
連
携
推
進
市
長
会
議
を
開
催

2008年（平成20年） ４月号 （４）

２
月

日
、
「
第
２
回
桐
生
・
み
ど
り
連
携
推
進
市
長
会
議
」
が
み
ど
り
市
役
所
笠
懸
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

21

今
回
の
会
議
で
は
、
前
回
の
会
議
で
合
意
さ
れ
た
８
項
目
の
連
携
・
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
差
異
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
次
の
３
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

検討結果事業名

平成20年度は税務・建築・水道部門で人事交流を行う。職員の人事交流

おりひめバスの相生線をさくらも～る東まで、川内線を自音

寺（高津戸）まで４月から延長する。
バスの利便性の向上

１月から広報紙の相互掲載を始めた。広報紙の相互掲載

平成20年度から共同で水質検査を行う。水道事業の広域的運用

両市の情報を掲載した観光情報を作成する。広域観光連携

両市の施設などの見学会を合同で開催する。施設・文化財めぐり

(1)母子保健、健康づくり事業の連携

(2)ファミリーサポートセンター運営の広域化

みどり市も桐生ファミリーサポートセンターに委託し、両

市民が相互に子育て支援サービスを受けることができる。

(3)マタニティマークの制定

両毛広域圏での実施に向け検討する。

子育て支援

(1）介護保険事業の連携

介護保険専門員研修などの研修会を合同で実施する。

両市で介護保険施設等のマップを作成する。

(2)消費生活センターの交流

連絡会議を定期的に開催する。

(3)公民館事業の連携・交流

公民館だよりの相互掲載を行う。

両市民対象の講座や教室を開催する。

(4)無料法律相談

両市の無料法律相談に相互の市民も受け付ける。

行政および市民の連携・

交流の促進

合意内容事業名

平成20年度から桐生市でもみどり市と同様の不妊治療費助成

を行う。
不妊治療費助成

平成20年度から国保の日帰り人間ドッグ助成金額を桐生市と

同額の22,000円とする。

国民健康保険人間ドッグ

助成金

平成20年度から両市ともに公費負担の妊婦健康診査受診票の

交付枚数を５枚とする。
妊婦健康診査助成

《連携・交流事業》

《行政サービスの差異の解消》

第
２
回
桐
生
・
み
ど
り
連
携
推
進
市
長
会
議
を
開
催

●
市
長
公
室
の
新
設

市
長
の
政
策
推
進
部
門
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係

す
る
部
門
を
統
合
し
た
「
市
長
公
室
」
を
新
設
し
ま

し
た
。
市
長
公
室
の
組
織
は
、
秘
書
課
（
旧
秘
書

室
）
、
広
域
調
整
室
、
企
画
課
で
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
を
分
離

現
在
建
設
中
の
総
合
社
会
体
育
館
が
完
成
す
る
こ

と
に
伴
い
業
務
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
ま
た
、

文
化
財
の
管
理
・
活
用
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
を
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

緯

９
８
４
７
」
と
「
文
化
財
課

緯

１
９
３

(76)

(76)

３
」
に
分
け
ま
し
た
。

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

総
務
課
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配

置
し
て
、
市
役
所
の
業
務
と
み
ど
り
市
の
安
全
・
安

心
施
策
に
対
応
し
ま
す
。

●
収
納
対
策
課
を
設
置

滞
納
整
理
の
強
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
収

納
対
策
室
を
収
納
対
策
課
と
し
ま
し
た
。

●
市
民
課
の
係
を
増
設
（
２
係
→
３
係
）

４
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ス
タ
ー
ト

に
伴
い
、
市
民
課
を
市
民
係
（
住
民
票
・
戸
籍
な

ど
）
、
国
保
年
金
係
（
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

な
ど
）
、
医
療
助
成
係
（
福
祉
医
療
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
な
ど
）
の
３
係
と
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
政
策
調
整
係
緯

０
９
６
２

(76)

市市
役
所
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
し

市
役
所
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
し
たた

４
月
１
日
か
ら
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証
明
書
の
不
正
取
得
や
虚
偽

の
届
出
を
防
ぐ
た
め
法
律
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

住
民
票
や
戸
籍
の
証
明
に
は
個
人

の
氏
名
や
住
所
、
結
婚
し
た
こ
と
や

離
婚
し
た
こ
と
な
ど
の
個
人
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
不
正
に
他
人
の
証
明
書
を
取
得

す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
他
人
が
勝
手
に
う
そ
の
届

出
を
し
て
、
戸
籍
に
真
実
で
な
い
記

載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
証
明
書
の
不
正

請
求
や
虚
偽
の
届
出
を
防
ぐ
た
め

に
、
証
明
書
を
取
得
す
る
要
件
や
手

続
き
を
厳
し
く
し
、
届
出
の
際
の
本

人
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

対
象
と
な
る
手
続
き

◆
証
明
書
の
請
求

戸
籍
謄
抄
本
、

住
民
票
、
戸
籍
の
附
票
、
身
分
証

明
書
な
ど

◆
戸
籍
の
届
出

婚
姻
届
、
離
婚

届
、
養
子
縁
組
届
、
養
子
離
縁

届
、
認
知
届

◆
住
所
異
動
届
出

転
入
届
、
転
出

届
、
転
居
届
、
世
帯
変
更
届
な
ど

本
人
確
認
の
た
め
に
お
持
ち

い
た
だ
く
身
分
証
明
書

◆
１
つ
で
確
認
で
き
る
も
の
（
国
や

地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
発
行
し

た
資
格
証
明
書
な
ど
で
写
真
付
き

の
も
の
）

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
◆
複
数
必
要
と
な
る
も
の
（
次
の
も

の
の
中
か
ら
２
点
お
持
ち
く
だ
さ

い
）

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金

証
書
、
介
護
保
険
証
、
写
真
付
き

学
生
証
な
ど

※
身
分
証
明
書
な
ど
を
お
持
ち
で
な

い
人
に
つ
い
て
は
、
口
頭
で
の
質
問

や
、
文
書
で
通
知
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
代
理
人
や
使
い
の
人
が
請
求
す
る

場
合
に
は
、
代
理
権
限
な
ど
の
確
認

も
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
郵
便
に
よ
る
請
求
の
場
合
も
、
同

じ
く
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
先
に

記
し
た
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
正
な
手
段
で
他
人
の
証
明
を
取

得
し
た
者
に
対
し
て
は
、
新
た
に
罰

則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

煙
市
民
課
市
民
係
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

０
９
７
２

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
市
民
係
（
大
間
々

庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

煙
東
民
生
課
市
民
係
（
東
庁
舎
）

緯

１
８
４
７

(76)

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
請
求
・
住
所
異
動
の
届
出
・

戸
籍
の
届
出
な
ど
の
際
に
は
「
本
人
確
認
」
を
行
い
ま
す

５
月
１
日

か
ら

(木)

６
月
よ
り
、
外
国
人
の
登

録
申
請
を
受
け
付
け
る
窓
口

は
市
民
課
（
笠
懸
庁
舎
）
の

み
と
な
り
ま
す
。
大
間
々
民

生
課
（
大
間
々
庁
舎
）
・
東

民
生
課
（
東
庁
舎
）
で
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
外
国
人
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書
の
写
し
の

交
付
は
今
ま
で
同
様
、
大

間
々
民
生
課
・
東
民
生
課
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

「
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
、
「
戸
籍
法
の

「
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
、
「
戸
籍
法
の
一一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
５
月
１

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
５
月
１
日日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
住
民

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
住
民

(木)(木)

票
や
戸
籍
の
証
明
書
を
取
得
す
る
と
き
、
転
出
・
転
入
届
や
婚
姻
・

票
や
戸
籍
の
証
明
書
を
取
得
す
る
と
き
、
転
出
・
転
入
届
や
婚
姻
・
養養

子
縁
組
な
ど
の
届
出
を
す
る
と
き
は
、
窓
口
で
本
人
確
認
を
さ
せ
て

子
縁
組
な
ど
の
届
出
を
す
る
と
き
は
、
窓
口
で
本
人
確
認
を
さ
せ
て
いい

た
だ
き
ま
す
。
窓
口
に
お
越
し
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
写

た
だ
き
ま
す
。
窓
口
に
お
越
し
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。。

外
国
人
登
録
申
請
の

受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
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刈
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苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾

乾
乾
乾問い合わせ先 市民課医療助成係（笠懸庁舎）緯(76)0972

後期高齢者医療制度

【保険料の決定通知】

皆さんの保険料の支払方法は、年金天引きによる「特

別徴収」と現金納付または口座振替による「普通徴収」

の二つがあります。年金天引きとなる人は、年金受給額

が年18万円以上で介護保険料と合わせた金額が支給額の

２分の１未満の人で、それ以外の人は普通徴収になりま

す。

また、被用者保険（社会保険や共済など）の被扶養者

の保険料負担が、制度施行から半年間（４月～９月）凍

結・半年間（10月～３月）９割軽減されることを受け、

国保以外の保険加入者本人は、７月～９月普通徴収、10

月以降特別徴収になる予定です。

今月初め、特別徴収の対象者に、「仮徴収額決定通知

書」と「特別徴収開始通知書」を１枚のはがきに一緒に

して送付しました。４月・６月・８月の年金支給月３回

で天引きさせていただく金額が記載されています。

また、今回の保険料は平成18年の所得を基に算出して

います。平成19年の所得が確定した後に再度計算し、普

通徴収に該当する人は７月、特別徴収に該当する人は10

月にそれぞれ確定した保険料額をお知らせします。

★口座振替のお知らせ

国民健康保険税や介護保険料で口座振替をご利用の人

は、後期高齢者医療保険料も５月以降申し込みが可能に

なりますので、ぜひお申し込みください。預金通帳と通

帳届出印をお持ちのうえ、最寄りの担当課（笠懸庁舎市

民課、大間々民生課、東民生課）までお越しください。

【保険料の徴収方法の違いによる期割額】

徴収方法の違いによる１回あたりの金額は次の通りで

す（平成18年と19年の所得がほとんど変わらない場合の

例です。所得が大きく増減した場合は異なります）。

★群馬県後期高齢者医療広域連合の専用電話開設

問い合わせにご利用ください。緯0570崖002299

特集⑦ 『特別徴収の仮決定通知』・『保険料の徴収
方法の違いによる期割額』について

《特別徴収》

４月・６月・８月の

年金天引きのお知らせ

４月初めに「仮徴収額

決定通知書」「特別徴

収開始通知書」を発送

《普通徴収》

７月末～翌年２月末の

現金納付または口座振

替のお知らせ

７月中旬に「保険料額

決定通知書」「納入通

知書兼特別徴収開始通

知書」を発送

閣

《特別徴収》

10月・12月・２月の

年金天引きのお知らせ

10月初めに「保険料額

決定通知書」「納入通

知書兼特別徴収開始通

知書」を発送

いよいよ今月から後期高齢者医療制度がスタートしました。今回は、『保険料の

決定通知』と『保険料の徴収方法の違いによる期割額』について解説します。

閣

閣

例１崖Ａ)年間保険料額11,800円で特別徴収の場合

２月年金12月年金10月年金８月年金６月年金４月年金月

各月2,000円2,100円各月1,900円金額

例１崖Ｂ)年間保険料額11,800円で普通徴収の場合

８月末～２月末７月末月

各月1,400円2,000円金額

例１崖Ｃ)年間保険料額11,800円で９月まで普通徴収、

10月以降特別徴収の場合

２月年金12月年金10月年金７月末～９月末月

各月2,000円2,100円各月1,900円金額

例２崖Ａ)年間保険料額39,600円で特別徴収の場合

２月年金12月年金10月年金８月年金６月年金４月年金月

各月6,600円金額

例２崖Ｂ)年間保険料額39,600円で普通徴収の場合

８月末～２月末７月末月

各月4,900円5,300円金額

例２崖Ｃ)年間保険料額39,600円で９月まで普通徴収、

10月以降特別徴収の場合

２月年金12月年金10月年金７月末～９月末月

各月6,600円金額

例３崖Ａ)年間保険料額80,000円で特別徴収の場合

２月年金12月年金10月年金８月年金６月年金４月年金月

各月13,000円15,000円各月13,000円金額

例３崖Ｂ)年間保険料額80,000円で普通徴収の場合

７月末～２月末月

各月10,000円金額

例３崖Ｃ)年間保険料額80,000円で９月まで普通徴収、

10月以降特別徴収の場合

２月年金12月年金10月年金９月末８月末７月末月

各月13,000円15,000円各月13,000円金額
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日本では「国民皆保険制度」といって、必ず何らかの医療保険に加入することになっています。

「自営業を始めたとき」「一定額を超えるアルバイトをするとき」「職場で働く人が退職したとき」

などには、国民健康保険（以下「国保」）に加入の届け出をしなければなりません。

また、就職や転職をして職場の健康保険などに加入したときは、国保から脱退する届け出をしなけ

ればなりません。このようなときは忘れずに14日以内に届け出をしてください。

国民健康保険からのお知らせ

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入やややややややややややややややややややややや脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退加入や脱退ははははははははははははははははははははははは

11111111111111111111114444444444444444444444日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内にににににににににににににににににににににに必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ををををををををををををををををををををををししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ14日以内に必ず届け出をしましょううううううううううううううううううううううう外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

▼国保に加入するときは ▼国保を脱退するときは

胸自営業やアルバイトを始めたとき

自営業や、一定額を超える年間収入のアルバイトを

始め、職場の健康保険に入らないときは、国保に加

入します。

胸会社を辞めたとき

転職や退職で会社を辞めたときは、国保に加入しま

す。ただし、会社などに勤めていた人が一定の条件

を満たせば、引き続き職場の健康保険に加入するこ

とができます（任意継続被保険者）。

胸就職したとき

就職して職場の健康保険に加入したら、国保を脱退

します。

胸転職や再就職で会社に入ったとき

転職や再就職で職場の健康保険に加入したら、国保

を脱退します。

※必ず、脱退の届け出をしてください。

▼加入の届け出は ▼脱退の届け出は

国保に加入するときには届け出が必要です。届け出

が遅れると、その間の医療費が全額自己負担となって

しまいます。忘れずに行いましょう。

★届け出の方法

国保加入の資格が発生した日から14日以内に、市役

所国保担当窓口へ届け出をしてください。

★届け出に必要なもの

健康保険証の離脱証明書（資格喪失証明書）や転出

証明書など資格を証明するもの

国保を脱退するときには届け出が必要です。届け出

が遅れ、国保の資格がなくなってから国保の保険証で

受診してしまうと、その医療費の国保負担分は後で返

さなくてはなりません。

★届け出の方法

国保の資格がなくなった日から14日以内に、市役所

国保担当窓口へ届け出をしてください。

★届け出に必要なもの

国民健康保険の保険証（職場の健康保険証や健康保

険の資格取得証明書など、資格を証明するもの）
国保に加入する日（国保加入の資格が発生する日）

燕職場の健康保険などをやめた日

（退職日の翌日）

燕ほかの市区町村から転入してきた日

（職場の健康保険などに加入していない場合）

燕子どもが生まれた日

燕生活保護を受けなくなった日

国保を脱退する日（国保の資格がなくなる日）

燕職場の健康保険などに加入した日の翌日

燕ほかの市区町村に転出した日の翌日、または

その日

燕死亡した日の翌日

燕生活保護を受け始めた日

▼保険税は資格が発生した日から納めます ▼国保を脱退するときは

保険税を納めるのは、加入の届け出をしたときから

ではなく、国保の資格を得たときからです。届け出が

遅れると、届け出をしていなかった期間の保険税もさ

かのぼって納めなければなりません。

職場の健康保険に加入したとき、国保をやめる届け

出をしないと保険税を二重に支払ってしまうことがあ

ります。

保険税の納め方は…

問い合わせ先 市民課国保年金係（笠懸庁舎）緯(76)0972
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傷つけないで、大切な人傷つけないで、大切な人をを～ＤＶについて～～ＤＶについて～

●問い合わせ先 こども課相談室（笠懸庁舎） 緯(76)0995

企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）は、犯罪となる

行為も含む重大な人権侵害です。

恭ＤＶの取り扱われ方

夫や元夫、婚約者、同棲相手、恋人や元恋人など、近

しい関係の男性から女性にふるわれる身体的、精神的、

性的、経済的暴力は、昔からありましたが、長い間家庭

内の個人的な問題として処理されてきました。

恭ＤＶはケンカとはまったく違うものです

意見が合わなくてケンカになることはどこの家庭でも

ありますし、ケンカができるということは基本的に対等

な関係を意味します。しかし、そうした夫婦ゲンカと違

い、ＤＶは家庭という場における男女の性役割を背景に

した一方的な「支配とコントロール」の関係、つまり私

たちの社会が抱える男性と女性の不平等な力関係の現れ

なのです。

恭近年の状況

近年、ＤＶは女性の尊厳を踏みにじり、身体や心に大

きなキズを負わせる大変深刻な問題であると社会に認識

されてきました。平成14年度の内閣府の調査で、夫・

パートナーから暴力を受けた経験がある人は、女性の約

５人に１人というショッキングな実情があります。

夫・パートナーからの暴力や性犯罪、売買春、セク

シュアル・ハラスメント、ストーカー行為などの女性に

対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであ

り、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重

要な課題です。

胸女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

シンボルマークは、女性が腕をクロス

させた姿を描いていて、女性の表情、握

りしめたこぶし、クロスさせた腕によ

り、女性に対する暴力を断固として拒絶

する強い意志を表しています。

鞄第１回鞄 ドメスティックバイオレンス【DomesticViolence（DV）】とは

５月号は『暴力の実態』と題してお送りします。

広
報
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月
号
で
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せ
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ま
し
た
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定
ゴ
ミ
袋
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価
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と
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し
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。
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縮
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す
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、
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ま
す
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今
年
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ら
、
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方
法
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次
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よ
う
に
改
め
ま
す
。

【
回
収
方
法
】

蛍
光
管
と
乾
電
池
を
同
時
に

回
収
し
ま
す
。
前
日
に
地
区

公
民
館
な
ど
所
定
の
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に
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収
容
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ま

す
の
で
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各
自
で
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さ
い
。

【
実
施
回
数
】

年
２
回
（
次
回

月
）

11

【
回
収
期
間
】

５
月

日
画
～

日
峨

23

27

◎
詳
し
く
は
、
後
日
に
回
覧
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
（10渥）

中
（25渥）

大
（45渥）

195円275円330円変更前
もえるゴミ（青）

210円300円370円変更後

195円305円370円変更前
もえないゴミ（赤）

210円345円425円変更後

195円305円370円変更前
資源ゴミ（緑）

210円345円425円変更後

４
月
か
ら
指
定
ゴ
ミ
袋
の

値
段
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

ゴミ袋（30枚入り）の税込小売価格

《
大
間
々
町
地
域
》

蛍
光
管
・
乾
電
池
の
回
収

市の平成18年度ゴミ総排出量は22,136トンで、ゴミ減量に対する

市民の皆さんのご理解とご協力により、前年度23,855トンより

1,719トン・約７％の減となりました。

賢い買い物、ゴミを出さない生活、ゴミ袋の上手な使い方などを

心がけ、引き続きゴミの減量化にご協力をお願いします。

《参考》

興平成18年度年間ゴミ処理経費

436,869千円

内煙収集委託費 134,250千円

訳煙清掃センターでの処分費

302,619千円

●ゴミ減量化にご協力を●

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

◆

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課（
笠
懸
庁
舎
）緯

０
９
８
５

(76)

興市民１人あたりに置き換えると、

１日のゴミ排出量 1,139ｇ

年間ゴミ処理費用 8,203円

内煙収集運搬費 2,521円

訳煙処分費 5,682円
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東町地区会場

花輪旧２区
集会所

10:00～10:15

５/27
（火）

下小中地区
住民センター

10:30～10:45

松島地区
住民センター

11:00～11:15

小夜戸集会所11:30～11：45

花輪３区集会所13:00～13:15

大畑地区
住民センター

13:30～13:45

荻原生活改善
センター

14:00～14:15

みどり市役所
東庁舎

13:00～13：30

５/28
（水）

神戸生活改善
センター

13:45～14：15

追付橋元東武
バス車庫

14:30～14:45

小中袖丸地区
住民センター

14:55～15:10

新小中集会所15:20～15:35

東宮集会所10:00～10:15

５/29
（木）

沢入市有
住宅駐車場

10:30～10:45

春場見地区
集会所

11:00～11:15

沢入駅前11:30～11:45

サンレイク草木
駐車場

13:00～13:15

草木地区
住民センター

13:30～13:45

座間集会所14:00～14:15

笠懸町地区会場

笠懸10区公民館9:30～10:40

５/20
（火）

笠懸９区公民館10:50～12:00

笠懸８区公民館13:00～13:30

笠懸７区公民館13:45～14:15

笠懸６区公民館9:30～10:45

５/21
（水）

笠懸５区公民館11:00～12:00

笠懸４区公民館13:00～13:50

笠懸１区公民館9:30～10：15

５/22
（木）

笠懸２区公民館10:30～11:50

笠懸３区公民館13:00～14:00

みどり市役所
笠懸庁舎西側

13:00～15:30
５/24
（土）

大間々町地区会場

大間々
旧27区公民館

9:30～9:45

５/13
（火）

塩原公民館10:00～10:30

神梅集会所10:45～11:00

大間々
14区公民館

11:20～11:50

大間々
２区公民館

13:00～13:20

大間々
13区集会所

13:40～14:40

瀬戸ヶ原集会所9:30～9：45

５/14
（水）

大間々
10区公民館

10:00～10:40

大間々厚生会館10:50～11:20

大間々
７区公民館

11:30～12:00

大間々
８区公民館

13:00～14:00

大間々
11区公民館

9:30～10:00

５/15
（木）

大間々
12区公民館

10:10～10:30

福岡記念館10:45～11:00

小平公民館11:15～11:30

小平大杉11:45～12:00

福岡中央公民館13:10～13:40

大間々駅14:00～15:00

みどり市役所
大間々庁舎

9:00～11：30
５/18
（日）

平成20年度 集合注射日程表

対象 生後91日以上の犬（室内で飼

う犬なども含む）

料金

◎登録済みの犬…3,300円

（注射料金のみ）

◎新規登録の犬…6,300円

（登録3,000円・注射3,300円）

※おつりがないようにご協力くださ

い。

※登録は犬の生涯１回ですが、狂犬

病の予防注射は毎年受けさせるこ

とが義務づけられています。

※犬の首輪が抜けないように点検し

必ず犬を押さえられる人がつれて

きてください。

※狂犬病予防注射を理由なく受けな

い場合は、法により処罰されるこ

とがあります。

解都合により注射を受けられない場
合は、最寄りの動物病院で接種し

てください。ただし、料金には事

務手数料が加算されます。

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬病病病病病病病病病病予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防注注注注注注注注注注射射射射射射射射射射をををををををををを忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれずずずずずずずずずずにににににににににに狂犬病予防注射を忘れずに！！！！！！！！！！！
問い合わせ先：生活環境課環境衛生係緯(76)0985

鞄市内どの地区の会場でも受けられます。必ず受けさせてください鞄

狂犬病は、人や動物が発病すると

100％死亡する恐ろしい感染症です。

必ず予防接種を受けさせましょう。
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笠懸・大間々・東の各公民館合同で、昨年度に引き続

き市民交流と地域再発見のために袈裟丸山周辺のハイキ

ングを企画しました。

わたらせ渓谷鐵道に乗り新緑の渓谷美を楽しんだり、

袈裟丸山で赤ヤシオの群生や中腹部にひっそりと横たわ

る寝釈迦を見学したりしながら、一日ゆったりと過ごし

ませんか。お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

▼期日 ５月11日蚊（小雨決行）

▼集合場所・時間

《笠懸町・大間々町参加者》大間々駅・午前８時

《東町参加者》沢入駅・午前９時

※沢入駅は駐車スペースが限られているので、笠懸町・

大間々町の参加者は、沢入駅への自家用車でのお越し

はご遠慮ください。

▼日程

わ鐵大間々駅発―沢入駅着―日程説明など ―

＜説明後ワゴン車で移動＞―袈裟丸山・折場登山口

※トイレあり―ハイキング【 ～賽の河原（昼食）

～寝釈迦・相輪塔～塔ノ沢登山口※トイレあり・汁

物サービス（歩行距離約６娃）】＜ワゴン車で移動＞

―わ鐵沢入駅着・解散―沢入駅発―大間々駅着

▼対象者 みどり市在住・

在勤・在学者

（小学校３年生以上）

▼参加定員 30人（先着順）

▼参加費 大間々駅～沢入駅間

の鉄道乗車往復運賃

《中学生以上》1,280円

《小学生》650円

※沢入駅集合の東町参加者は無

料です。

▼申込方法

各地域の公民館に電話でお申

し込みください。参加費は申

込先の公民館へ５月７日我ま

でにお支払いください。

▼受付開始

４月22日峨 午前９時～

▼持ち物・服装 飲み物、

昼食、タオル、雨具、ハイキ

ングのできる服装、靴など

▼申し込み・問い合わせ先

煙笠懸公民館 緯(76)2211

煙大間々公民館（教育委員会社

会教育課内）

緯(76)9846

煙東公民館 緯(97)2721

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔᲔででででででででででででででででででででででで࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐࣐くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく ヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジとととととととととととととととととととととと 神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的なななななななななななななななななななななな「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦迦ヤシオツツジと 神秘的な「寝釈迦」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググググ 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募見学ハイキング 参加者募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧

8：24 9：11 9：30

10：00

10：15 11：20～12：00

12：50～13：30 14：30～15：00

15：20 15：55 16：42

寝釈迦（県指定史跡）

※寝釈迦は袈裟丸山

（標高1,878ｍ）中腹

の標高1,180ｍ付近、

塔ノ沢筋の不動岩頂部

に位置しています。

ヤシオツツジ

（赤ヤシオ）

袈裟丸山

平成20年度中に予定している『パブリックコメント手続』

は次のとおりです。なお、今回予定しているもの以外でパブ

リックコメント手続が必要とされるものについては、随時に

予告していきます。

▼問い合わせ先 企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

▼予定案件一覧

実施担当課意見の募集予定時期案件の概要案件名

企画課（笠懸庁舎）

緯(76)0962
平成20年７月以降

「補助金の採択等に関する統一的な基準」

および「補助金等の適正化等を目的とする

見直し基準」について

補助金等の交付基準および

見直し基準について

社会福祉課（笠懸庁舎）

緯(76)0975
平成21年２月頃

地域福祉計画の目標と施策の推進などに

ついて

みどり市地域福祉計（素案）

について

社会福祉課（笠懸庁舎）

緯(76)0975
平成21年２月頃

障害福祉サービスの提供に関する数値目

標などについて

みどり市障害福祉計画

（第２期素案）について

◎各案件に関する問い合わせは、実施担当課までお願いします。

◎内容が変更されることや、実施されない場合がありますので、ご了承ください。

『パブリックコメント手続』とは…

「市の基本的な政策などを定める条例や計画などの
策定過程において、事前にその内容を公表して広く
市民の意見を求め、提出された意見や提案を考慮し
て政策などを決定するとともに、提出された意見と
市の考え方を公表する」一連の手続きを言います。

平成20年度実施予定のパブリックコメント手続平成20年度実施予定のパブリックコメント手続

～こころと体で味わう みどり市再発見～
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※各イベントおよびそのほかの問い合わせは、ながめ余興場緯(72)1968でも受け付けています。

なななななななななななななななななななななががががががががががががががががががががめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興がめ余興場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトト情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情ベント情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

鮫ながめ亭 花見寄席

■期日 ４月20日蚊

■開演 午後１時30分

■木戸銭（入場料） 1,000円（全席自由）

■問い合わせ先 シイナ 緯(73)4147

鮫と・と・ろの家「人形劇」

■期日 ４月25日画

■開演 午前10時30分

■入場料 無料

■問い合わせ先

と・と・ろの家

緯(72)2822

鮫歌美会 発表会

■期日 ５月18日蚊

■開演 午前９時～午後４時30分

■入場料 無料

■問い合わせ先 歌美会 緯(72)3194

劇団バク「ねずみのすもう」
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な
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。
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２
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８
４
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８
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さ
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付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

平
成

年
度
の
保
険
料
は

19

４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所
国
民
年
金
課

緯

２
３
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２
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懸
庁
舎
）
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０
９
７
２

(76)
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子
育
て
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援
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環
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し
て
、
４
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か
ら
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か
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０
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３
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３
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入
院
す
る
際
に
、
お
子
さ
ん
の
被

保
険
者
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

市
役
所
で
申
請
し
、
受
給
資
格
者
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
窓
口
で
受
給
資
格
者
証

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
自

己
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
通
院
は
対
象
外
で
す
の
で
、
医
療

機
関
窓
口
で
医
療
費
の
３
割
を
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

恭
０
歳
～
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
現
在
お
持
ち

の
受
給
資
格
者
証
を
医
療
機
関
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
自

己
負
担
は
な
く
な
り
ま
す
。

▼
申
請
先

煙
市
民
課
医
療
助
成
係
（
笠
懸
庁

舎
）
煙
大
間
々
民
生
課
市
民
係

（
大
間
々
庁
舎
）
煙
東
民
生
課
市

民
係
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
助
成
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
２

(76)

通
院
は
小
学
３
年
生
ま
で

入
院
は
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
で
す

子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事

し
て
く
だ
さ
る
人
（
統
計
調
査
協
力

員
）
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
応

募
し
て
い
た
だ
い
た
人
は
、
市
の
統

計
調
査
協
力
員
と
し
て
登
録
し
、
各

種
統
計
調
査
に
従
事
す
る
統
計
調
査

員
を
選
任
す
る
と
き
に
、
優
先
的
に

選
任
さ
れ
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
調
査
員
と
し
て
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
も
、
調
査
を
お
願
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
の
資
格
要
件
に
つ
い
て

①
市
内
に
居
住
す
る
年
齢
満

歳
以

20

上
満

歳
以
下
の
人

75

（
た
だ
し
、
市
長
が
特
に
認
め
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）

煙
調
査
期
間
中
、
調
査
活
動
に
専
念

で
き
る
健
康
で
体
力
に
自
信
の
あ

る
人

②
円
満
な
人
格
を
有
し
、
調
査
に
熱

意
が
あ
り
、
調
査
事
務
を
忠
実
に

遂
行
で
き
る
人

煙
調
査
上
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
い

ま
す
の
で
、
そ
の
秘
密
保
持
に
関

し
て
責
任
を
持
て
る
人

煙
資
質
の
向
上
に
努
め
る
意
志
の
あ

る
人

③
調
査
員
と
し
て
の
仕
事
上
、
不
適

当
と
思
わ
れ
る
職
業
ま
た
は
経
歴

を
有
し
な
い
人

煙
警
察
、
選
挙
、
税
務
事
務
、
興
信

所
な
ど
に
直
接
関
係
な
い
人

◎
「
統
計
調
査
員
」
と
は
…
調
査
対

象
に
調
査
票
を
配
付
し
、
記
入
を

依
頼
し
た
り
、
収
集
点
検
な
ど
を

行
っ
た
り
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
情
報
広
聴
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
２

(76)

統
計
調
査
協
力
員
の
募
集
に
つ
い
て

市では、平成20年度から10カ年の

まちづくりの基本方針となる「みどり

市総合計画」を策定しました。

計画書は、市役所笠懸・大間々・

東・水道の各庁舎、各図書館（室）、

市ホームページでご覧いただけます。

▼問い合わせ先 企画課政策調整係

（笠懸庁舎）緯(76)0962

総合計画書がご覧になれます
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次の方々から寄附がありました。
ありがとうございました。

煙みどり市更正保護女性会 大間々支部
…児童名ゴム印（縦・横一式）215セット

煙樋口正洋さん…書籍47冊

あたたかい心

母
子
家
庭
の
自
立
を
促
進
す
る
た

め
に
、
平
成

年
４
月
か
ら
、
児
童

20

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
か
ら
５
年
以

上
経
過
し
た
人
（
母
に
限
る
）
に
つ

い
て
は
、
５
年
が
経
過
す
る
月
の
翌

月
分
か
ら
手
当
の
２
分
の
１
の
額
が

支
給
停
止
と
な
る
、
と
い
う
内
容
に

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
次
の
①
～
⑤
に
該
当
す

る
人
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
手
続
き

を
行
え
ば
手
当
が
減
額
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
就
業
し
て
い
る
。

②
求
職
活
動
等
の
自
立
を
図
る
た
め

の
活
動
を
し
て
い
る
。

③
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
が

あ
る
。

④
負
傷
ま
た
は
疾
病
な
ど
に
よ
り
就

業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

⑤
監
護
す
る
児
童
ま
た
は
親
族
が
障

害
、
負
傷
、
疾
病
、
要
介
護
状
態

な
ど
に
あ
り
、
受
給
権
者
が
介
護

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
就
業
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
、
「
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
に
関
す
る
重
要

な
お
知
ら
せ
」
な
ど
の
必
要
書
類
を

減
額
さ
れ
る
２
カ
月
前
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
９
５

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

煙
東
民
生
課
福
祉
係

（
東
庁
舎
）
緯

１
８
４
７

(76)

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

笠
懸
公
民

館

を

は

じ

め
、
笠
懸
地

域
内
外
で
活

躍
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
・

サ
ー
ク
ル
な

ど
の
活
動
成

果
を
発
表
し
、
お
互
い
の
活
動
に
ふ

れ
る
こ
と
で
交
流
を
深
め
、
地
域
文

化
の
発
展
の
た
め
に
開
催
す
る
笠
懸

地
域
文
化
祭
へ
の
参
加
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

▼
期
日

月

日
臥
・

日
蚊

10

25

26

▼
会
場

笠
懸
公
民
館
・
笠
懸
野
文

化
ホ
ー
ル

▼
参
加
資
格

主
な
活
動
拠
点
が
笠

懸
地
域
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー

ク
ル
・
機
関
・
団
体
で
、
実
行
委

員
会
に
委
員
を
選
出
し
、
文
化
祭

の
運
営
に
協
力
で
き
る
こ
と

▼
参
加
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
５

月

日
臥
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

31
さ
い
。

▼
申
込
用
紙
配
付
・
受
付
・
問
い
合

わ
せ
先

笠
懸
公
民
館

緯

２
(76)

２
１
１

笠
懸
地
域
文
化
祭

参
加
団
体
募
集

◆
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
４
月
30

日
我
で
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て

い
る
人
は
、
４
月

日
俄
ま
で
に

28

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
残
高
不
足
の
場
合
は
、
引
き

落
と
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
身
体
な
ど
に
障
害
の
あ
る
人
は
、

障
害
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
減
免
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

納
期
限
の
７
日
前
（
４
月

日
23

我
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納
め

る
人
に
は
、
軽
自
動
車
税
口
座
振

替
済
通
知
書
（
継
続
検
査
用
）
を

５
月

日
前
後
に
送
付
し
ま
す
。

15

振
替
済
通
知
書
到
着
前
に
車
検
用

の
納
税
証
明
書
が
必
要
な
人
は
、

引
き
落
と
し
の
確
認
が
で
き
る

（
記
帳
済
）
通
帳
を
市
の
担
当
窓

口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
無
料

で
納
税
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税

係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
４

(76)

軽
自
動
車
税
は
期
限
内
に
納
付
を
外

昨年の展昨年の展示示

東
公
民
館
の
『
寿
大
学
』
は
、
健

康
・
趣
味
を
中
心
に
し
た
生
涯
学
習

講
座
で
す
。
笠
懸
町
、
大
間
々
町
か

ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
開
講
日

６
月

日
～
平
成

年

17

21

３
月
ま
で
の
原
則
第
３
火
曜
日

（
毎
月
１
回
・
全

回
）

10

◎
都
合
に
よ
り
講
師
・
日
程
な
ど
変

更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
時
間

午
前

時
～
正
午

10

▼
会
場

東
公
民
館
ほ
か

▼
対
象

市
内
在
住

歳
以
上
の
人

60

▼
受
講
料

原
則
無
料
（
材
料
費
な

ど
実
費
徴
収
の
場
合
あ
り
）

▼
申
込
締
切
日

５
月

日
画

23

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

東
公
民
館

緯

２
７
２
１

(97)

高
齢
者
学
級

『
寿
大
学
』

平
成

年
度
受
講
生

募
集

20
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笠
懸
公
民
館
・
大
間
々
公
民
館
で

は
、
子
育
て
に
励
む
お
母
さ
ん
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
２
人
き

り
で
過
ご
す
こ
と
の
多
い
お
母
さ

ん
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
お
母
さ

ん
、
公
民
館
で
楽
し
く
活
動
し
な
が

ら
地
域
で
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
者
の

平
成

年
４
月
１
日
現
在
で
２
歳

20

ま
た
は
３
歳
（
平
成

年
４
月
２

16

日
～
平
成

年
４
月
１
日
生
）
の

18

子
ど
も
と
そ
の
お
母
さ
ん
で
、
継

続
的
に
参
加
で
き
る
人

▼
内
容

同
年
代
の
子
ど
も
を
も
つ

母
親
同
士
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ

く
り
と
、
集
団
遊
び
の
体
験
。

◎
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
開

講
前
に
学
級
生
と
講
師
で
相
談
し

て
決
め
ま
す
。

▼
実
施
期
間

６
月
～
平
成

年
３

21

月
（
隔
週
月
２
回
・
全

回
）

18

▼
時
間

午
前

時
～
正
午

10

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
①

住
所
②
氏
名
（
母
・
子
ど
も
）
③

電
話
番
号
④
子
ど
も
の
生
年
月
日

⑤
希
望
す
る
ク
ラ
ス
【
笠
懸
地
域

の
み
】
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

４
月

日
臥
～

26

５
月

日
臥

必
着

10

※
申
込
受
付
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
、
結
果
は
５
月
中

旬
に
は
が
き
を
発
送
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
教
室

学
級
生
募
集

家
庭
教
育
学
級

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

▼
期
日

４
月

日
臥
・

日
蚊

26

27

▼
時
間

午
前
９
時

分
～
午
後
３
時

30

▼
催
し
物

煙
苗
木
無
料
配
布
煙
そ
ば
無
料
試

食
煙
そ
ば
打
ち
体
験
（
８
０
０
円

【
通
常
１
，
０
５
０
円
】
）
煙
し

い
た
け
駒
打
ち
体
験
煙
新
鮮
野
菜

市
煙
郷
土
料
理
の
販
売
な
ど

恭
体
験
村
の
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

体
験
村
の
農
園
は
、
現
在
、
若
干

の
空
き
が
あ
り
ま
す
。
自
然
の
中
で

栽
培
し
た
採
れ
た
て
の
野
菜
の
味
、

四
季
折
々
の
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

禍
浅
原
体
験
村

（
大
間
々
町
浅
原
５
９
０
倆

）
14

緯

０
１
２
２

(72)

浅
原
体
験
村
で
創
業
祭
を
開
催
し
ま
す

渡
良
瀬
川
流
域
市
町
村
で
は
、
毎

年
こ
の
時
期
に
渡
良
瀬
川
と
そ
の
支

流
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
『
渡
良

瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動
』
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時

４
月

日
蚊

午
前
８
時

20

～
（
約
１
時
間
程
度
）

▼
大
間
々
町
地
区
内
の
集
合
場
所

高
津
戸
焼
却
場
跡
地
、
な
が
め
公

園
西
駐
車
場
、
上
神
梅
駅
、
塩
原

集
会
所
、
浅
原
中
央
広
場
、
小
平

親
水
公
園

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
土
木
係
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
９
０
４

(76)

渡
良
瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動

確
認
く
だ
さ
い
外

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
認
定
有

効
期
間
が
切
れ
る
人
で
、
引
き
続
き

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
、

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
期
間
満

了
の

日
前
よ
り
申
請
で
き
ま
す
の

60

で
、
早
め
に
更
新
手
続
き
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
手
続
き
の
申
請
は
、
図
の
よ

う
な
流
れ
で
受
付
期
間
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
用
意
す
る
書
類

毅
介
護
保
険
被
保
険
者
証

毅
介
護
保
険
更
新
認
定
申
請
書

毅
主
治
医
意
見
書

▼
申
請
受
付
窓
口

毅
介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係

（
笠
懸
庁
舎
）

毅
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）

毅
東
民
生
課
福
祉
係
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
４

(76)

要
介
護
認
定
の
更
新

浅原体験村の農浅原体験村の農園園

会

場

定

員

あ
て
先

主
催
・

問
い
合
わ
せ
先

笠
懸
地
域

笠
懸
公
民
館

２
ク
ラ
ス（
各
親
子

組
）

20

①
火
曜
ク
ラ
ス

②
金
曜
ク
ラ
ス

衣
３
７
９
倆
２
３
１
１

み
ど
り
市
笠
懸
町
阿
左
美

１
５
８
１
倆
１

み
ど
り
市
笠
懸
公
民
館

お
母
さ
ん
と
一
緒
教
室
受
付
係

笠
懸
公
民
館

緯

２
２
１
１

(76)

大
間
々
地
域

厚
生
会
館

１
ク
ラ
ス

親
子

組
20

水
曜
ク
ラ
ス

衣
３
７
６
倆
０
１
０
１

み
ど
り
市
大
間
々
町
大
間
々

１
５
１
１

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

み
ど
り
市
大
間
々
公
民
館

お
母
さ
ん
と
一
緒
教
室
受
付
係

大
間
々
公
民
館（
社
会
教
育
課
内
）

緯

９
８
４
６

(76)



（15） 広報みどり 呉25

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
介
護

予
防
活
動
や
生
き
が
い
活
動
を
行
お

う
と
す
る
地
域
住
民
の
自
主
グ
ル
ー

プ
を
、
育
成
支
援
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
の
内
容

５
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
介

護
予
防
に
資
す
る
活
動
を
行
お
う

と
す
る
地
域
住
民
の
団
体
へ
、
月

額
５
千
円
、
年
額
６
万
円
を
上
限

と
し
て
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

煙
閉
じ
こ
も
り
防
止
の
た
め
の
事
業

煙
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
を
活
か
し

た
事
業

煙
定
期
訪
問
活
動

煙
そ
の
ほ
か
、
介
護
予
防
や
生
き
が

い
活
動
と
し
て
適
当
な
事
業

▼
補
助
金
の
申
請

社
会
福
祉
協
議

会
を
経
由
し
て
申
請
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
本
所
ま
た
は
支
所
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
介
護
高
齢
課
高
齢
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
４

(76)

煙
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
（
笠
懸
）
緯

４
１
１
１

(76)

大
間
々
支
所

緯

４
０
５
４

(72)

東
支
所

緯

２
８
２
８

(97)

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

サンレイク草木では、恒例

になりました「ちびっこまつ

り」を開催します。楽しいイ

ベントを企画中ですので、皆

さんぜひお越しください。

▼日時 ５月６日(火・祝)

▼会場 グラウンドゴルフ場

▼問い合わせ先 国民宿舎サンレイク草木緯(95)6309

《サンレイク草木》ちびっこまつり開催外

冬の間、休館していた童謡

ふるさと館は、４月から再開

しています。

童謡「うさぎとかめ」など

の作詞者 石原和三郎の資料

のほか、民放番組の『木のおもちゃ職人選手権』で

優勝した高橋みのるさんの楽しく愛らしいからくり

おもちゃ「ウサギとカメ」なども展示し、子どもか

ら大人まで楽しめる内容になっています。皆さんぜひ

お越しください。

▼入館料 ４歳～小学生100円、中学生以上200円

（団体20人以上40円引）

▼問い合わせ先 童謡ふるさと館 緯(97)3008

《童謡ふるさと館》 ４月から再開

棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

Ａ棟４階（３）３ＫＡ棟10,200円～16,800円塩原下ノ台団地（大間々）

Ａ棟４階（１）３ＤＫ14,200円～23,500円浅原田中団地（大間々）

Ｂ棟３階（１）

※１
２ＤＫ21,800円～36,200円

大間々１丁目上原団地

（大間々）

Ｅ棟３階（１）３ＤＫ12,500円～32,300円神梅第３団地（大間々）

１階（１） ※２３ＬＤＫ41,000円高街道団地（東）

１階（１）２ＤＫ10,000円沢入団地（東）

（１）３Ｋ7,100円～11,700円中居団地（東）

（１）３Ｋ8,000円～13,200円下小池団地（東）

市営住宅入居者の募集
●申し込み・問い合わせ先 建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904

各団地とも入居予定日は５月１日牙以降になります。また、各団地とも申込者多数

の場合は抽選となります。締切は毎週金曜日です。

※１ 申込者多数の場合は、抽選となります。

《申込締切》 ４月24日牙 午後５時15分

《抽選日・場所》 ４月25日画 午前９時～ 市役所大間々庁舎

※２ 高街道団地は、特定優良賃貸住宅の基準により認定月額が268,000円以上の

世帯が対象となります。認定月額については、ホームページをご覧になるか、

またはお問い合わせください。

このほか、近くの【富弘美術館（緯(95)6333）】では

「春の展示」も好評開催中です。春の行楽シーズン

はみどり市でお楽しみください。

あなたのアイデアを

講座に生かしてみませんか

市民講座運営委員会で

は、一緒に講座を企画・運

営していただける人を募集

しています。

▼募集人員 若干名

▼参加条件

市内に在住・在勤で、会

議や講座に参加できる人

（会議は主に夜間の開催）

▼申し込み・問い合わせ先

笠懸公民館（みどり市笠

懸町阿左美1581崖1）

緯(76)2211

市民講座
運営委員募集



【
ス
ト
ロ
ー
で
恐
竜
を
作
ろ
う
】

▼
日
時

４
月

日
臥
午
後
２
時
～

26

▼
会
場

２
階

第
１
集
会
室

▼
定
員

人
（
無
料
）

15

▼
申
込
方
法

４
月
８
日
峨
～

日
15

峨
の
間
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

笠
懸
図
書
館
へ
。

【
本
の
森
の
講
演
会
】

演
題

絹
の
国
を
支
え
た
農
業

▼
講
師

宮
崎

俊
弥

氏

（
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
教
授
）

▼
共
催

み
や
ま
文
庫

▼
日
時

５
月

日
臥
午
後
２
時
～

10

▼
会
場

２
階

視
聴
覚
室

▼
定
員

先
着
１
０
０
人
（
無
料
）

▼
受
講
方
法

４
月

日
峨
～

日

22

30

我
の
間
に
、
整
理
券
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
笠

懸
図
書
館
へ
。

【
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会
の
読
み
聞
か
せ
】

◎
絵
本
と
あ
そ
ぼ
う

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

【
今
月
の
予
定
】

◎
図
書
館
名
画
座

４
月

日
蚊

午
後
２
時
～

13

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

４
月

日
臥

午
後
２
時
～

19

恭
４
／

は
子
ど
も
読
書
の
日

23

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
】

図
書
館
の
本
や
視
聴
覚
資
料
な
ど

を
、
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き
ま
す
。

▼
予
約
可
能
な
図
書
館
資
料

図
書
・
視
聴
覚
資
料
・
雑
誌
（
笠

懸
公
民
館
・
岩
宿
博
物
館
・
禁
帯

資
料
は
除
く
）

▼
予
約
可
能
な
点
数

図
書
５
冊
・

視
聴
覚
資
料
２
点
・
雑
誌
１
冊

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
流
れ

笠
懸
図
書
館

（
上
映
時
間

分
）

45

【
読
み
聞
か
せ
】

◎
わ
ら
べ
の
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
で
楽
し

い
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

児
童
コ
ー
ナ
ー

【
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ラ
リ
ー

ス
タ
ー
ト
】

～
読
書
、
ガ
ン
バ
ル
ぞ
外
～

３
月
か
ら
本
を
１
冊
借
り
る
ご
と

に
ス
タ
ン
プ
を
押
す
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ラ

リ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
が

個
集
ま
っ
た
人
に
賞
品
を
差
し
上

50げ
ま
す
。
本
を
楽
し
く
た
く
さ
ん
読

ん
で
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
外

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き

図
書
室
の
す
べ
て
の
本
が
ス
タ
ン
プ

を
押
す
対
象
で
す
。

【
企
画
コ
ー
ナ
ー
】

煙
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
文
庫
煙
家
族
で

お
出
か
け
煙
食
品
・
食
材
の
知
識

を
身
に
付
け
る

【
子
ど
も
の
読
書
週
間
特
別
企
画
】

４
月

日
我
か
ら
５
月

日
俄
ま

23

12

で
の
「
子
ど
も
の
読
書
週
間
」
に
ち

な
み
、
【
わ
ら
べ
の
会
】
の
皆
さ
ん

に
よ
る
大
型
紙
芝
居
や
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
を
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月

日
臥
午
前

時
～

26

11

▼
場
所

児
童
コ
ー
ナ
ー

【
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
】

◎
４
月

日
臥

午
後
２
時
～

26

地
球
温
暖
化
防
止
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス

ク
ー
ル
（
上
映
時
間
１
２
０
分
）

◎
５
月
３
日
（
土
・
祝
）

こ
ど
も
の
日
特
別
映
画
会

煙
午
前

時

分
～

10

30

そ
ら
と
ぶ
ね
こ
ざ
か
な

＊
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
対
象

（
上
映
時
間

分
）

23

煙
午
後
２
時
～

ハ
ー
ド
ル

＊
小
学
校
高
学
年
・
中
学
生
対
象

（
上
映
時
間

分
）

84

◎
５
月

日
臥

午
後
２
時
～

10

山
古
志
村
の
マ
リ
と
３
匹
の
子
犬

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、

(

４
月

日

火
・

29

)祝

、
５

(

月
６
日

火
・
祝)

【
資
料
整
理
日
】
４
月

日
画

25

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

大
間
々
図
書
館

東
公
民
館
図
書
室

★まずは図書館に行って

郭

郭

《
予
約
》

ご
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら【
み
ど
り
市
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

に
ア
ク
セ
ス
し
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
に
は
、パ
ス
ワ
ー
ド
の
登
録
後
、

数
日
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

郭

《
返
信
》

図
書
館
か
ら
、予
約
し
た
資

料
が
ご
利
用
に
な
れ
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
メ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

《
取
り
置
き
》

予
約
資
料
の
取
り
置
き

は
メ
ー
ル
送
信
後
１
週
間
で
す
。

利用券を持ってない人

利用券とパスワードを

取得してください。

（免許証・保険証などが

必要です）

利用券を持っている人

パスワードを取得して

ください。

郭

《
ご
希
望
の
図
書
館
で
ご
利
用
》

2008年（平成20年） ４月号 （16）



身近で親しまれ愛されるみんなの文化ホール

Ｅメール bunkahooru@city.midori.gunma.jpＥメール bunkahooru@city.midori.gunma.jp

幕が開くとそこは、夢が広がる遊園地…外 大人気

のしまじろうと一緒に歌う・遊ぶ・踊る外 ただ観る

だけではない、“参加する劇場公演”へ、ご家族そ

ろってぜひお越しください。

●料金 全席指定1,500円

（2歳以下保護者ひざ上無料）

枚数制限 お一人様6枚まで（発売日のみ）

日時 6月8日(日)

《1回目公演》午後0時30分開演（予定）

《2回目公演》午後3時30分開演（予定）

月o2t 日(້ Ὁᅔ)ႆ ٥予定

ᆸӝᝤ٥ 午Эᾈ時὾ᩓᛅ予ኖ 午後ᾀ時

笠懸野文化ホール〔パル〕開館15周年記念事業

08群馬マリンミュージック・

笠懸野文化ホール〔パル〕開館15周年記念事業

フェスティバル inみどり市

県内各地で好評の演奏会がみどり市にて開催。

自衛隊群馬地方協力本部と共催公演で、演奏は海上

自衛隊横須賀音楽隊です。

●料金 入場無料（要整理券）

●申込方法 ５月17日(土)の受付開始以前の申し込み

は無効です。往復はがきで申し込みください。はが

き1枚につき1人の申し込みが有効となります。先着

順で定員になり次第締め切ります。往信・返信にそ

れぞれあて先を、往信の裏面に住所、氏名、年齢、

電話番号を記入してください。返信の裏面は入場整

理券を印刷しますので何も記入しないでください。

●あて先

《往信》衣379崖2311 みどり市笠懸町阿左美1579崖1

｢08群馬マリンミュージック・フェスティバルin

みどり市演奏会｣係

《返信》

申込者ご本人に届くように必ず記入してください｡

●入場申込往復はがき記入例

（往復はがきを見開き状態にした図です）

日時 6月28日(土)午後2時開演（予定）

月ɔ1ᴗ 日(土) ڼỊầẨỆợụဎᡂӖ˄開ࣄࢮ

郵便往復はがき

〒379-2311

みどり市笠懸町阿左美

1579番地1

笠懸野文化ホール

「08群馬ﾏﾘﾝﾐｭーｼ゙ｯｸ･

ﾌｪｽﾃｨﾊ゙ﾙinみどり市

演奏会」係

〒○○○-○○○○

○○市○○町○○番地

○○○○

「08群馬ﾏﾘﾝﾐｭーｼ゙ｯｸ･

ﾌｪｽﾃｨﾊ゙ﾙinみどり市

演奏会」

入場を希望します。

毅住所

毅氏名

毅年齢

毅電話番号

郵便往復はがき

（返信のうら面）

（往信のうら面）

往信

返信

自宅の住所、氏名を

記入してください

この面には何も書

かないでください

入場整理券となり

ます

『夢をのせて・響け歌声』のスローガンのもと、

市民の皆さんでつくる手作りの合唱祭です。

《申込要領》合唱祭の内容は、実行委員会で決定し

ていきます。内容が一部変更になる場合もありま

すが、あらかじめご了承ください。

●対象 みどり市に在住在勤の人が中心となり活動

している合唱サークルなど

●ジャンル 児童合唱・女声合唱・男声合唱・混声

合唱など

●曲目 童謡から歌謡曲まで（1グループ10分以内）

●申込方法 グループ名・人数・代表者名・住所・

電話番号を、７月31日牙までに〔笠懸野文化ホー

ル〕までご連絡ください。

●問い合わせ先 合唱祭実行委員会事務局（笠懸野

文化ホール内）緯(77)1212

第３回みどり市合唱祭 参加グループを募集

〔パル〕のステージで歌ってみよう外

●今月の催物（詳しくはお問い合わせください）

４/11(金)19：00みどり市長マニフェスト検証大会

４/13(日)17：30流木華道40周年記念チャリティーショー

「冠二郎コンサート」

（17） 広報みどり 呉25



みどり市では、３万年の時をさまざまな

人たちが暮らし、生活の跡を残してきまし

た。３万年前の岩宿時代から江戸時代、明

治時代までの文化財から、みどり市の歩み

を学ぶことができます。

市内小中学校の児童・生徒や幼稚園・保育園の園児たちの作品や学習の成果などを展示公開し

ています。まだご覧になっていない人はお早めに。

春期展示「みどり市の歴史と文化財」

岩宿博物館では、小学４年生から中学生の皆さん

を対象に、体験学習事業「岩宿探検隊」を開催して

います。

今年度の事業の開催内容は次のとおりです。

【開催日時・内容】

煙５月10日臥 石器作り

煙６月７日臥 化石探し（小雨決行）

煙７月12日臥 アンギン編

煙10月11日臥 土器作り

煙11月９日蚊 土器焼き

（10月11日の土器作り参加者です）

煙12月13日臥 しめかざり・もちつき

煙平成21年１月24日臥 まが玉作り

◎原則、毎月第２土曜日の午前10時～正午

を中心に開催します。時間は、内容など

により多少前後する場合があります。

【募集対象者】小学４年生以上です。

【参加費】無料

【定員】先着30人

総合学習展示「岩宿人になろう総合学習展示「岩宿人になろう」」

【受付方法】実施日３週間前の土曜日・午前９時か

ら電話で受け付けます。

【会場】岩宿博物館 体験学習室

※体験学習募集の詳細につきましては、市内小中学

校に案内を配布予定です。

―岩宿博物館の体験学習に参加してみませんか―

化石探化石探しし

《開催期間》 ４月20日(日)まで 《会場》企画展示室

平成20年度 岩宿探検隊のご案内

まが玉作まが玉作りり

もちつもちつきき石器作石器作りり

《開催期間》４月26日(土)～７月13日(日)

《会場》企画展示室

2008年（平成20年） ４月号 （18）
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E-mail iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp
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先日、長い間ライバル関係にあった『週刊少年マガジン』と『週刊少年サンデー』の両誌が創刊50周年を記念し、合

同で新雑誌を発行するというニュースがありました。今回は、昭和30年代の半ばに相次いで登場した週刊漫画誌につい

て紹介しましょう。

週刊漫画誌の登場

テレビという新しいメディアが普及すると、一世を風靡した月刊漫画誌も人気にかげりが見え始め、代わって週刊漫
び

画誌が登場します。昭和34年（1959）、週刊漫画誌のさきがけとして、『週刊少年マガジン』と『週刊少年サンデー』

が創刊され、子どもたちの漫画にふれる機会がますます増えていきました。

『少年マガジン』は「８マン」「巨人の星」「あしたのジョー」などが代表作としてあげられます。昭和40年代に

は、週刊少年漫画誌で初めて100万部を突破しました。

一方の『少年サンデー』は「おそ松くん」「オバケのＱ太郎」など、多くの人気ギャグマ

ンガを生み出しています。中でも「おそ松くん」からは、“シェー”という言葉が流行語に

なるなど、週刊少年漫画誌は、時に社会現象を引き起こすほどの影響力を持ち始めました。

「８マン」平井和正原作・桑田次郎画 ▼

天才科学者・谷博士によってアンドロイドとしてよみが

えった警視庁捜査一課の刑事・東八郎が活躍する物語です。

（『週刊少年マガジン』昭和38年から連載）

▼
「あしたのジョー」高森朝雄原作・ちばてつや画

天涯孤独の少年・矢吹丈が丹下段平に誘われてボクシ

ングを始め、世界へと挑戦します。力石徹との激しい闘

いなど、数々の伝説や社会現象を巻き起こしました。

（『週刊少年マガジン』昭和43年から連載）

「おそ松くん」赤塚不二夫 ▼

顔や服装もそっくりな松野家の六つ子兄弟、おそ

松・一松・カラ松・チョロ松・トド松・十四松と、

チビ太やイヤミたちが繰り広げるギャグ漫画。

（『週刊少年サンデー』昭和37年から連載）

▼

「サイボーグ００９」石森章太郎

死の商人・黒い幽霊団によってサイボーグ兵士に

改造された島村ジョーたち９人が、科学の悪用に反

発するギルモア博士とともに悪と闘うＳＦ漫画。

（『週刊少年キング』昭和39年から連載）

コノドント館第58回企画展

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画のののののののののののののののののののののののののののののヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち戦後少年漫画のヒーローたち (((((((((((((((((((((((((((((22222222222222222222222222222)))))))))))))))))))))))))))))(2)
～日本マンガ文化の夜明け～日本マンガ文化の夜明け～～

●開催期間 ５月11日(日)まで

●期間中の休館日 月曜および祝日の振替休館（４月30日・５月７日）

●入館料 一般100円 小・中学生50円（20人以上団体割引）

●問い合わせ先 大間々博物館 緯(73)4123

●ホームページ http://www.city.midori.gunma.jp/conodont/
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）
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《
生
活
機
能
評
価
と
は
》

３月下旬に平成20年度各種検診（健診）のお知らせを郵送しました。
封筒の中に平成20年度分の各種検診等受診シールと日程表が入ってい
ますので検診日程をご確認の上、大切に保管してください。
４月から胃がん・大腸がん検診が始まります。検診を受ける時は配
布された日程表などをよくお読みになり、受診シールを必ず持参して
ください。
※各種検診対象者（表示年齢は平成21年4月1日までに達する年齢）

平成20年度各種検診(健診)のお知らせ

実施時期対象者検診（健診）名

4月（容器配布）40歳以上の男女大腸がん検診

4～5月40歳以上の男女胃がん検診

8～10月40歳以上の偶数年齢の女性乳・甲状腺がん検診

8～10月20歳以上の偶数年齢の女性子宮がん検診

10月40,45,50,55,60,65,70歳の女性骨密度検診

5～7月40歳以上の男女肺がん検診

5～7月65歳以上の男女結核検診

5～7月50歳以上の男性前立腺がん検診

5～7月40歳の男女肝炎ウィルス検診

5～7月65歳以上の男女脳の健康度チェック

5～7月20,25,30,35歳の男女若年者健診

2008年（平成20年） ４月号 （20）
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。
詳
し
く
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
母
親
学
級
】

毅
１
日
目
…
５
月
２
日
画

午
後
１

時

分
～
３
時

分

30

30

妊
娠
中
の
健
康
管
理
・
出
産
準

備
、
母
乳
育
児
の
す
す
め

毅
２
日
目
…
５
月

日
峨

午
前

13

10

時
～
午
後
２
時

分
30

妊
娠
中
の
栄
養
・
調
理
実
習
、
歯

の
健
康

※
母
子
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
し
た

日
程
表
（
１
日
目
）
の
日
付
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た
。

【
両
親
学
級
】

毅
３
日
目
…
５
月

日
画

午
後
７

23

時
～
９
時

お
産
の
経
過
と
安
産
体
操
、
子
育

て
と
家
族
の
役
割

毅
４
日
目
…
５
月

日
臥

午
後
１

31

時

分
～
３
時

分

15

30

赤
ち
ゃ
ん
の
特
徴
と
お
風
呂
の
入

れ
方
、
妊
婦
擬
似
体
験

▼
会
場

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

平
成

年
８
～
９
月
に
出

20

産
予
定
の
人

▼
持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

※
５
月

日
峨
は
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

13

角
巾
、
昼
食
代
３
０
０
円
、
歯
ブ
ラ

シ
、
手
鏡

▼
申
込
先

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

ポ
リ
オ

Ｂ
Ｃ
Ｇ

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

４
月

日
俄
・

日
我
・

日
画

14

16

25

５
月
７
日
我

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
８
日
牙
・
９
日
画
・

日
我

21

４
月
９
日
我

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

４
・
５
月
の
乳
幼
児
予
防
接
種
の
日
程

４
月
か
ら
の
乳
幼
児
相
談
は

「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」
「
ぴ
よ
ぴ

よ
広
場
」
に
変
わ
り
ま
す
。
育

児
相
談
の
ほ
か
、
赤
ち
ゃ
ん
を

遊
ば
せ
な
が
ら
お
母
さ
ん
同
士

の
交
流
も
で
き
ま
す
。

◇材料◇（４人分）

芽ヒジキ(乾)…15g

セロリ…1/4本(20g)

調味液

しょうゆ、酢…各大さじ１

砂糖、ゴマ油…各小さじ１

◇１人分あたりの栄養価◇

エネルギー…23kcal、たんぱく質…0.8g

脂質…1.1g、カルシウム…57mg

鉄分…2.2mg、塩分…0.7g

セロリ以外にキュウリやレタス、

ニンジンなどでもおいしいです。

ヒジキは鉄分の多い食品の代表です。それ

以外にも食物繊維やカルシウム、マグネシウ

ムなどのミネラル類も多く含まれます。

ヒジキというと煮物にすることが多いかと

思いますが、さっと湯がいてサラダなどに使

う方法もあります。今回の料理は手軽に作れ

る洋風料理です。

ヒヒジキの和風マリヒジキの和風マリネネ
栄養士さんの健康献栄養士さんの健康献立立 ファイルファイル⑧⑧

◇作り方◇

①セロリは薄切りにする。

②ヒジキはたっぷりの水で戻す。たっぷりの

お湯でゆがき、ざるにあげ、よく湯を切っ

たら、調味液で和える。

③冷めたらセロリを混ぜ、小鉢に盛って出来

上がり。

母
親
学
級
・
両
親
学
級

大間々保健センター笠懸保健センター健康相談（成人）

５/７我４/９我日 程

午前９時30分～11時受 付

保健師相談、栄養

士相談、歯科衛生

士相談

保健師相談内 容

ぴよぴよ広場わんぱく広場乳幼児相談

大間々保健センター笠懸保健センター会 場

４/９我・４/23我４/30我期 日

午前９時30分～11時受 付

１歳半くらいまで１歳半～３歳くらいまで対 象

身体計測、育児相談、栄養

相談、歯科相談、母乳相談

（要予約）

※言葉の相談は4/23のみ

（要予約）

身体計測、育児相談、栄養

相談、歯科相談、遊びの広

場、母乳相談（要予約）

内 容

※
東
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
期
間
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（21） 広報みどり 呉25



広告：財源確保のため有料で掲載しています。

自
衛
隊

防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

恭
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

▼
受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

歳
以
上

歳
未
満
。

歳
以
上

22

26

20

歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
含

22む
）
。
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み
）
は

歳
未
満

28

▼
受
付
期
限

５
月

日
俄

12

▼
試
験
日

５
月

日
臥
・

日
蚊

17

18

※

日
は
飛
行
要
員
の
み

18
恭
歯
科
、
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

▼
受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

「
歯
科
」
は

歳
以
上

歳
未

20

30

満
。
「
薬
剤
科
」
は

歳
以
上

20

26

歳
未
満
（
薬
剤
修
士
取
得
者
は
28

歳
未
満
）
。

▼
受
付
期
限

５
月

日
俄

12

▼
試
験
日

５
月

日
臥

17

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
群
馬
地

方
協
力
本
部
太
田
出
張
所

緯
０
２
７
６

５
５
６
３

(45)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/

p
c
o
/
g
u
n
m
a
/

平
成

年
度
歌
会
始

21

▼
お
題

「
生
（
せ
い
）
」

一
生
の
よ
う
に
「
い
つ
し
や
う

（
し
ょ
う
）
」
と
読
ん
で
も
、

(
)

(
)

「
生

い

き
る
」
「
生

う

む
」

(
)

「
生

お

ふ
」
の
よ
う
に
訓
読
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

▼
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

煙
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌

で
一
人
一
首
、
未
発
表
の
も
の
。

煙
習
字
用
の
半
紙
（
横
長
）
に
毛
筆

で
自
書
す
る
。

煙
半
紙
の
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
・
氏
名
（
本
名
と
ふ
り
が

な
）
・
生
年
月
日
・
職
業
を
縦
書

き
す
る
（
職
業
は
「
無
職
」
「
主

婦
」
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
無
職
の
人
で
も
、
以
前
に
職

に
就
い
て
い
た
ら
、
な
る
べ
く
そ

の
職
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）
。

※
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
も

の
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限

９
月

日
峨

消
印
有
効

30

▼
申
し
込
み
先

衣
１
０
０
倆
８
１
１
１

宮
内
庁

※
封
書
で
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
方
法

郵
便
番
号
･

住
所
・
氏
名
を
書
き
、
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
、
９

月

日
臥
ま
で
に
宮
内
庁
に
お
問

20
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
u
n
a
i
c
h
o

（
.

g
o
.
j
p
/
1
2
/
d
1
2
-
0
3
.
h
t
m
l
/

）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
内
庁

恭
中
国
語
入
門
講
座

中
国
語
の
発
音
の
基
本
を
身
に
つ

け
簡
単
な
日
常
会
話
を
学
び
ま
す
。

▼
期
間

５
月

日
～

月

日
ま

21

11

26

で
の
毎
週
水
曜
日
（
全

回
）

27

※
８
月

日
を
除
く

13

▼
時
間

午
後
６
時

分
～
８
時

30

▼
会
場

桐
生
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
桐
生
市
相
生
町
５
丁
目
）

▼
対
象

桐
生
市
ま
た
は
そ
の
近
郊

に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
募
集
人
数

人
（
定
員
を
超
え

20

た
場
合
は
抽
選
）

▼
受
講
料

２
千
円
（
含
む
テ
キ
ス

ト
代
）

▼
申
込
方
法

５
月
７
日
我
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

緯

２
１
０
１

(54)
春
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

～
新
緑
の
上
高
地
～

み
ど
り
市
体
育
協
会
山
岳
部
主
催

の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

輝
く
残
雪
、
深
い
緑
に
映
え
る
山

桜
、
薫
風
に
憩
う
「
新
緑
の
上
高

地
」
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

５
月

日
蚊

18

《
集
合
》
午
前
３
時

分
～

45

《
出
発
》
午
前
４
時

《
帰
着
》
午
後
８
時
（
予
定
）

※
上
高
地
滞
在
時
間

約
５
時
間

▼
集
合
場
所

市
役
所
大
間
々
庁
舎
駐
車
場

▼
コ
ー
ス

恭
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス

（
ハ
イ
キ
ン
グ
約
２
時
間

分
）

30

明
神
池
・
嘉
門
次
小
屋
・
穂
高
神

桐
生
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（22）



広告：財源確保のため有料で掲載しています。

社
を
周
遊
、
六
百
山
・
霞
沢
岳
を

展
望
後
、
河
童
橋
周
辺
を
自
由
散

策
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
碑
探
訪
、
帝
国

ホ
テ
ル
で
昼
食
、
買
い
物
な
ど
。

恭
早
足
コ
ー
ス

（
ハ
イ
キ
ン
グ
約
４
時
間
）

明
神
ま
で
は
【
ゆ
っ
た
り
コ
ー

ス
】
と
同
一
行
動
。
徳
沢
を
経

て
、
小
説
「
氷
壁
」
の
舞
台
・
前

穂
高
岳
東
壁
を
眺
め
る
段
丘
ま
で

を
往
復
。
帰
路
は
新
村
橋
か
ら
梓

川
右
岸
に
渡
り
六
百
山
・
霞
沢
岳

を
展
望

▼
参
加
費

１
人
５
千
円
（
バ
ス

代
、
保
険
料
）
を
郵
便
振
替
で
払

い
込
み
く
だ
さ
い
。

《
口
座
番
号
》
０
０
２
３
０
倆
３
倆

１
３
３
５
９
３
（
名
義

大
間
々

山
岳
会
）

▼
定
員

先
着

人
45

▼
注
意
事
項

煙
小
雨
決
行
（
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス

変
更
の
場
合
あ
り
）

煙
当
日
は
体
調
を
整
え
、
山
歩
き
に

適
し
た
履
物
・
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い

煙
雨
具
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

煙
食
べ
物
・
飲
み
物
、
着
替
え
持
参

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

体
育
協
会
山
岳
会
（
藤
沼
）

緯

０
０
９
６

(73)

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
当
日
の
連
絡
先

緯
０
９
０
（
７
１
９
４
）
３
４
３

４
、
０
９
０
（
８
１
０
２
）
５
５

２
４

裁
判
員
模
擬
裁
判

前
橋
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、

裁
判
員
制
度
に
よ
る
模
擬
裁
判
を
開

催
し
ま
す
。

当
日
は
、
本
職
の
裁
判
官
・
検
察

官
・
弁
護
士
が
立
ち
会
っ
て
、
実
際

の
刑
事
裁
判
と
同
じ
手
順
で
手
続
き

を
行
い
、
裁
判
官
と
裁
判
員
に
よ
る

評
議
を
行
い
ま
す
。

こ
の
模
擬
裁
判
で
の
裁
判
員
と
し

て
参
加
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

▼
日
時

５
月

日
我

14

午
後
１
時

分
～
４
時
（
予
定
）

15

▼
場
所

前
橋
地
方
裁
判
所
桐
生
支

部
１
号
法
廷
（
桐
生
市
相
生
町
２

丁
目
）

▼
募
集
人
数

《
裁
判
員
体
験
》
先
着
８
人

▼
申
込
方
法

５
月
７
日
我
か
ら
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
模

擬
裁
判
の
傍
聴
の
み
で
も
参
加
で

き
ま
す
（

人
程
度
ま
で
）
。

50

恭
県
内
各
地
で
実
施
し
ま
す

前
橋
地
裁
・
家
裁
の
本
庁
ま
た
は

各
支
部
で
実
施
す
る
模
擬
裁
判
の
傍

聴
も
可
能
で
す
。
空
き
状
況
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

《
本
庁
》
５
月

日
画

16

午
前
・
午
後
各
１
回
の
予
定

《
太
田
支
部
》
５
月

日
峨

20

午
後
１
時

分
集
合

15

《
高
崎
支
部
》
５
月

日
画

23

午
後
１
時

分
集
合

15

《
沼
田
支
部
》
５
月

日
画

30

午
後
１
時

分
集
合

30

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所
桐
生
支
部
庶
務

課

緯

２
３
９
１

(53)

恭
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
バ
ス
ツ
ア
ー

▼
期
日

５
月

日
蚊

25

▼
目
的
地

煙
全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん

ま
フ
ェ
ア
前
橋
総
合
会
場

敷
島

公
園
煙
同
フ
ェ
ア
高
崎
総
合
会
場

城
址
公
園
周
辺
・
中
心
市
街
地

▼
参
加
費

無
料

（
昼
食
は
自
己
負
担
）

▼
乗
車
場
所
（
出
発
時
間
）

煙
つ
つ
じ
が
岡
公
園
正
門
前

（
午
前
７
時

分
）

30

煙
東
武
鉄
道
太
田
駅
南
口

（
午
前
８
時

分
発
）

20

煙
県
太
田
合
同
庁
舎

（
午
前
８
時

分
発
）

30

▼
申
込
期
限

４
月

日
我

30

▼
定
員

人
40

◎
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◎
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
、
当
選
者
の
み
５
月
９
日
画
ま

で
に
郵
便
で
連
絡
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

太
田
土
木
事
務
所

緯
０
２
７
６

２
３
４
５

(32)

恭
平
成

年
度
未
満
児
募
集

20

大
間
々
南
幼
稚
園
で
は
、
４
月
か

ら
未
満
児
（
満
２
歳
～
３
歳
児
）
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
入
所
児

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
配
付
・
受
付

随
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

▼
受
付
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

30

▼
募
集
人
数

先
着

人
10

▼
申
込
方
法

来
園
し
て
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
南
幼
稚
園
（
大
間
々
町
大

間
々
８
９
５
倆
１
）

緯

０
０
６
７

(73)
労
働
保
険
の
年
度
更
新

恭
平
成

年
度
の
申
告
・
納
付
は

20

５
月

日
峨
ま
で
で
す
。

20

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務
上

の
事
由
や
通
勤
に
よ
る
負
傷
、
疾
病

な
ど
に
対
し
て
必
要
な
給
付
を
行
う

労
災
保
険
と
、
労
働
者
が
失
業
し
た

と
き
に
一
定
の
給
付
を
行
う
雇
用
保

大
間
々
南
幼
稚
園

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
所

全
国
都
市
緑
化

ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア

（23）
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険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
こ
の
申

告
・
納
付
を
怠
り
ま
す
と
保
険
制
度

の
円
滑
な
運
営
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
手

続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

◎
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害

救
済
の
た
め
の
一
般
拠
出
金
の
申

告
・
納
付
も
お
願
い
し
ま
す
。

◎
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

の
方
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入

手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

お
よ
び
公
共
職
業
安
定
所
で
至
急

手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
・
納
付
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

電
子
申
請
を
利
用
す
る
と
便
利
で

す
。
詳
し
く
は
年
度
更
新
申
告
書

の
封
筒
に
同
封
の
書
類
ま
た
は
厚

生
労
働
省
・
群
馬
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

緯
０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
１

煙
桐
生
労
働
基
準
監
督
署
（
桐
生
市

末
広
町

倆
５
）
緯

３
５
２
３

13

(44)

煙
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桐
生
〔
桐
生
公
共

職
業
安
定
所
〕
（
桐
生
市
錦
町
２

倆

倆

）
緯

８
６
０
９

11

14

(22)

自
動
車
保
険
請
求
相
談

前
橋
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
賠
責
保
険
の
請
求
方

法
、
任
意
保
険
に
関
す
る
相
談
、
一

般
の
交
通
事
故
相
談
な
ど
の
各
種
相

談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。

▼
相
談
日

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時

分
～
正

30

午
、
午
後
１
時
～
５
時

▼
弁
護
士
相
談
日

毎
月
第
１
・
第

３
水
曜
日

午
後
１
時
～
４
時

※
予
約
制
・
相
談
無
料
・
要
面
談

▼
問
い
合
わ
せ
先

花
日
本
損
害
保

険
協
会
関
東
支
部

前
橋
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
表
町
２
倆
９
倆
９
）

緯
０
２
７
（
２
２
３
）
２
３
１
６

恭
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

「
昆
虫
パ
ー
ク
で
あ
そ
ぼ
う
外
」

全
長
６
ｍ
の
カ
マ
キ
リ
ロ
ボ
ッ
ト

や
、
綱
引
き
が
で
き
る
カ
ブ
ト
ム
シ

ロ
ボ
ッ
ト
、
飛
び
出
し
て
見
え
る
３

Ｄ
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。
そ
の

ほ
か
、
昆
虫
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま

な
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間

４
月

日
臥
～
５
月

日

26

11

蚊
（
休
館
日

毎
週
月
曜
日
。
祝

日
・
休
日
の
場
合
、
翌
日
）

◎
こ
の
ほ
か
、
お
や
こ
サ
ロ
ン
（
４

／

牙
・

牙
）
、
お
は
な
し
の

10

24

へ
や
（
４
／

臥
）
、
自
転
車
紙

12

芝
居
劇
場
（
４
／

蚊)

、
お
も

13

ち
ゃ
の
病
院
（
４
／

蚊
）
な
ど

20

た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
開
催
時
間
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童

会
館

多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

緯
０
２
７
６

０
０
５
５

(25)

歳
以
上
の
会
場
ま
で
来
ら
れ
る

65
人
、
地
域
の
仲
間
と
楽
し
く
介
護
予

防
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

恭
笠
懸
地
区
《
元
気
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
１
区
（
つ
く
し
サ
ロ
ン
）

４
月

日
画

11

煙
２
区
（
赤
城
サ
ロ
ン
）

４
月

日
画

25

煙
３
区
（
わ
か
ば
サ
ロ
ン
）

４
月

日
我

23

煙
４
区
（
竹
の
子
サ
ロ
ン
）

４
月
９
日
我

煙
５
区
（
か
た
く
り
サ
ロ
ン
）

４
月

日
牙

24

煙
６
区
（
ピ
ー
チ
サ
ロ
ン
）

５
月

日
画

16

煙
８
区
（
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
）

５
月

日
峨

27

煙
９
区
（
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
）

５
月

日
我

14

煙

区
（
ト
マ
ト
サ
ロ
ン
）

10５
月

日
我

28

※
７
区
は
実
施
済
み
で
す
。

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

（
受
付

午
前
９
時

分
～
）

30

▼
場
所

各
行
政
区
公
民
館

▼
費
用

茶
菓
子
代
１
０
０
円

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議

会
本
所
（
笠
懸
）
緯

４
１
１
１

(76)

恭
大
間
々
地
区
《
い
き
い
き
教
室
》

▼
開
催
日

４
月

日
画
・
５
月

日
画

18

16

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

▼
場
所

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

▼
費
用

内
容
に
よ
り
実
費
徴
収

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議

会
大
間
々
支
所

緯

４
０
５
５

(72)

（
直
通
）

恭
東
地
区
《
あ
そ
び
り
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
新
１
区
（
荻
原
）
５
月
８
日
牙

煙
新
１
区
（
花
輪
）
４
月

日
牙

17

煙
新
２
区
（
花
輪
３
区
）

４
月

日
牙

24

煙
新
２
区
（
小
夜
戸
）
４
月

日
我

16

煙
新
３
区
（
花
輪
２
区
）

５
月

日
我

14

煙
新
３
区
（
小
中
）
５
月

日
俄

19

煙
新
４
区
（
神
戸
）
５
月

日
画

23

煙
新
４
区
（
座
間
）
５
月

日
画

16

煙
新
５
区
（
草
木
）
４
月

日
俄

21

煙
新
５
区
（
沢
入
）
４
月

日
我

23

▼
時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

30

▼
場
所

各
集
会
所
ま
た
は
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー

▼
費
用

茶
菓
子
代
１
５
０
円

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議

会
東
支
所

緯

２
８
２
８

(97)

岩
宿
の
里
ふ
れ
あ
い
市

恭
朝
市

▼
日
時

４
月

日
蚊

13

午
前
７
時
～
８
時

分
30

▼
会
場

岩
宿
博
物
館
バ
ス
駐
車
場

▼
次
回
開
催

５
月

日
蚊

11

恭
夕
市

▼
日
時

４
月

日
蚊

27

午
後
５
時
～
７
時

▼
会
場

岩
宿
博
物
館
バ
ス
駐
車
場

▼
次
回
開
催

５
月

日
蚊

25

◎
夕
市
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

夕
市
会
場
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
、

各
種
演
奏
の
発
表
な
ど
を
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
政
策
課
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
２
７
０

(76)
大
間
々
朝
市

恭
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

桐
生
市
八
木
節
親
善
大
使

桐
生

八
木
節
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

と
地
元
お
は
や
し
と
の
八
木
節
共

演
大
会
（
午
前
７
時

分
～
）

30

▼
日
時

５
月
４
日
蚊

午
前
７
時
～
９
時

▼
会
場

大
間
々
庁
舎
円
形
駐
車
場

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国

児
童
会
館

４
・
５
月
の

介
護
予
防
教
室
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▼
ス
ピ
ー
ド
く
じ
抽
選
会

２
０
０
円
お
買
い
上
げ
ご
と
に

サ
ー
ビ
ス
券
を
１
枚
進
呈
。
券
３

枚
で
ス
ピ
ー
ド
く
じ
が
１
回
引
け

ま
す
（
午
前
８
時
～
）
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
商
工
朝

市
会
事
務
局

緯

６
６
１
１

(73)

～
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
人
へ
～

解
雇
、
労
働
条
件
、
退
職
勧
奨
、

い
じ
め
な
ど
労
働
に
係
る
紛
争
問
題

で
お
困
り
の
労
働
者
、
事
業
主
の
皆

さ
ん
、
４
月
か
ら
桐
生
労
働
基
準
監

督
署
内
に
「
桐
生
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

国
（
厚
生
労
働
省
）
の
専
門
機
関

と
し
て
労
働
分
野
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
紛
争
の
未
然
防

止
と
解
決
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◎
簡
易
・
迅
速
な
紛
争
解
決
の
た
め

に
、
「
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・

指
導
制
度
」
「
紛
争
調
整
委
員
会

に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
桐
生
総
合
労
働
コ
ー
ナ
ー
（
桐
生

市
末
広
町

倆
５

桐
生
労
働
基

13

準
監
督
署
内
）
緯

３
５
２
３

(44)

煙
群
馬
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
前
橋
市
大
渡
町
１
倆

倆
10

７

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
８
・

９
階

群
馬
労
働
局
企
画
室
内
）

緯
０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
２

群
馬
県
警
察
で
は
、
不
審
者
情
報

な
ど
の
地
域
の
安
全
情
報
を
、
希
望

者
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

情
報
配
信
を
希
望
す
る
警
察
署
を

選
ん
で
登
録
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
登
録
し
て
地
域
安
全
活

動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
方
法

群
馬
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
行
え
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

《
パ
ソ
コ
ン
版
》h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

p
o
l
i
c
e
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
/

《
携
帯
版
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

p
o
l
i
c
e
.
P
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
/
k
/

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
桐
生
警
察
署

緯

０
１
１
０

(43)

煙
大
間
々
警
察
署

緯

０
１
１
０

(72)

花
群
馬
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
、
中
途
失
明
者
が
社
会
復
帰
す

る
た
め
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
開
講
日
程

４
月

日
牙
～

月

10

12

日
牙
の
間
で
、
毎
週
１
回

18（
原
則
木
曜
日
）

▼
時
間

午
前

時
～
午
後
３
時

10

▼
会
場

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町

倆
13

）
１
階
１
０
１
会
議
室
ほ
か

12
▼
訓
練
内
容

茨
感
覚
訓
練

芋
点
字
指
導

鰯
盲
人
用
具
の
使
用
方
法

允
歩
行
訓
練

▼
対
象

在
宅
中
途
失
明
者

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
記

入
の
上
、
市
町
村
窓
口
に
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
定
員
に

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
）
。

◎
み
ど
り
市
の
申
込
書
配
付
・
受
付

窓
口
…
社
会
福
祉
課
（
笠
懸
庁

舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

花
群
馬
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

緯
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
７
７

浄
化
槽
教
室

桐
生
環
境
森
林
事
務
所
と
花
群
馬

県
浄
化
槽
協
会
で
は
、
浄
化
槽
を
新

た
に
設
置
し
た
人
を
対
象
に
、
浄
化

槽
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

５
月

日
、
７
月

日
、

15

17

９
月

日
、

月

日
、
平
成

18

11

20

21

年
１
月

日
、
３
月

日
の
各
木

15

19

曜
日

▼
時
間

午
後
２
時
～
３
時

分
30

（
予
定
）

▼
会
場

桐
生
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
桐
生
市
相
生
町
２
倆
３
３
１
）

▼
内
容

浄
化
槽
の
し
く
み
や
維
持

管
理
・
法
令
な
ど
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
環
境
森
林

事
務
所
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

７
３
７
３

(52)

第３回新里ウォーク

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環で、

桐生市からのお知らせを掲載しています。

中
途
失
明
者

生
活
訓
練
講
座

上
州
く
ん

安
全
・
安
心
メ
ー
ル

桐
生
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼期日 ４月29日(火・祝) ※雨天中止

▼集合時間・場所 午前９時・新里総合グラウンド北駐車場

▼コース 龍真寺のぼたん園・善昌寺・ぐんま昆虫の森など

（約９ｋｍ）

▼募集人数 50人

▼対象 小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）

▼参加費 大人400円、中学生以下100円

▼持ち物 リュック、弁当、雨具など

▼申込方法 ４月25日(金)までに、氏名・住所・年齢・電話番

号をお知らせください。

▼申し込み・問い合わせ先 桐生市新里支所地域振興整備

課 緯(74)2217 胃(74)1338 メールアドレス
n-chiikishinko@city.kiryu.gunma.jp
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第13回少年少女レスリング

おおまま大会開催

いつでも火災には気をつけて

春期全国火災予防運動
３月１日から７日までは春期全国火災予防運動の期

間であり、みどり市でも各地域で防火パレードなど火

災予防を啓発する活動が展開されました。

暖かくなりますと、ハイキングなどでのタバコの投

げ捨てによる林野火災や、ごみ燃しによる野火火災な

どが発生することがあります。火の始末はきちんとし

ましょう。

恭笠懸消防団でラッパ吹奏競技大会・放水試験
３月２日、市役所笠懸庁舎で笠懸消防団のラッパ隊

によるラッパ吹奏競技大会が行われ、５つある各分団

のラッパ隊の選手たちが日ごろの訓練の成果を披露し

ました。

このほか火災予防運動の一環として消防車による放

水試験や、婦人消防隊による炊き出し訓練も行われま

した。

煙ラッパ吹奏競技大会成績（敬称略）
【総合成績】

最優秀 第４分団

優秀 第２分団

【個人成績】

最優秀 西間木隼人（第４分団）

優秀 大窪進（第４分団）

３月16日、大間々東中学校体育館で第13回少年少女

レスリング『おおまま大会』が開催されました。

大会当日は、10都県から出場の42チーム・475人がエ

ントリーし、体育館内に広げられたレスリングマット

の上で熱戦を繰り広げました。

煙市内出場選手の入賞者（敬称略）
【幼年の部】

17㎏級 第３位 生形蒔人(赤城保育園年少)

【小学生１・２年の部】

22㎏級 第３位 藤生乙葉（大間々北小１年）

24㎏級 第３位 藤生初花（大間々北小２年）

【小学生３・４年の部】

26kg級 第２位 小林優希（大間々東小３年）

恭大間々レスリングクラブスポーツ少年団団長
金子淳二さん、日本スポーツ少年団顕彰事業で表彰

２月23日、県総合スポーツセンターで日本スポーツ

少年団顕彰事業「表彰市区町村スポーツ少年団・表彰

指導者」の伝達式が開催され、大間々レスリングクラ

ブスポーツ少年団団長金子淳二さんが、長年の功績が

認められて表彰されました。
金子淳二さ金子淳二さんん

大間々消防団の防火パレー大間々消防団の防火パレードド

婦人消防隊の炊き出し訓婦人消防隊の炊き出し訓練練競技中の西間木団員・大窪団競技中の西間木団員・大窪団員員
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笠懸町第三区安全安心推進委員会

青色防犯パトロール

福祉車両の納車式

今泉タマさん誕生日迎え

100歳ご長寿

渋川子ども歌舞伎も好評公演

みどり市生涯学習大会

グンエイ神梅グラウンド

ナイター照明完成鎧

地域の人たちがサクラを植樹

要害山と荒神山

３月３日、笠懸町第３区安

全安心推進委員会に、市では

３番目になる青色防犯パト

ロール実施団体の委嘱が行わ

れました。会は、今後青色回

転灯装備車による防犯パト

ロールなどを中心に地域の安

全を守っていきます。

３月11日、大間々町高津戸

の今泉タマさんが100歳を迎

え、市長・市議会議長や社会

福祉協議会長が慶祝訪問に伺

いました。今泉さんは花束を

抱えて、「きれいだねぇ、こ

んな花までもらえてうれしい

ねぇ」と語っていました。

３月16日、大間々の要害山

で「要害山を愛する会」の人

たちが、翌17日・18日には笠

懸の荒神山で「荒神山を守る

会」の人たちが、サクラの苗

木を植樹しました。この苗木

は、笠懸町の吉野堅市さんか

ら寄附いただいたものです。

大間々のグンエイ神梅グラウンドのナイター照明が

完成しました。観覧席の一部改修も行いました。ナイ

ター設備および施設利用の申し込み、問い合わせは、

スポーツ振興課（大間々庁舎）緯(76)9847まで。
利用案内（詳しくはお問い合わせください）

【利用できる種目】

少年サッカー、ソフトボール、グラウンドゴルフなど

【ナイター利用時間】午後６時～10時30分

【料金】市内500円／30分、市外1,000円／30分

２月24日、ながめ余興場で第２回みどり市生涯学習大

会が開かれ、功績表彰や実践発表のほか、渋川子ども歌

舞伎による公演も行われました。表彰された人や実践発

表団体は次のとおりです。（敬称略）

教育委員会功績表彰 齋藤千明《カワイ音楽コンクール

全国大会ドリマトーン・ジュニア部門３位入賞》

感謝状贈呈

根津丑松《笠懸町文化協会など文化団体役員を歴任》

豊島静男《笠懸町体育協会役員を歴任》

実践発表 大間々町11区、東町小夜戸小正月飾り保存会

３月26日、市役所笠懸庁

舎で、星野物産(株)からご

寄附いただいた福祉車両の

納車式が行われました。

後部に車椅子用リフトが

付いたこの車両は、障害者

福祉センター「つばさ」で

活用されます。

星野物産(株)が市に寄贈
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て
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は
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に
伸
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た
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２
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あ
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さ
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。

み
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り
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る
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の
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天
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記
念
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に
指
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さ
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い
ま
す
。

大
間
々
町

小
平
の
茂
木

地
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、
県
道

小
平
倆
塩
原
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の
終
点
、

林
道
小
平
倆
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間
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の
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そ
ば
の
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に
、
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囲
は

メ
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ト
ル
、
樹
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メ
ー
ト
ル
と
ひ
と
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き
わ
大
き
な
ス
ギ
の
木
が
目
に
止
ま
り
ま
す
。
昔
、

庚
申
講
を
し
た
と
き
に
食
器
を
地
下
に
埋
め
、
そ
の

こ

う

し

ん

こ

う

上
に
植
え
た
も
の
が
こ
の
木
で
あ
り
、
正
確
な
樹
齢

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
千
年
の
老
木
だ
と
地
元
の

人
々
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
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庚
申
講
と
は
、
庚
申
の
日
に
人
間
の
体
に
潜
む
と

か
の
え
さ
る

さ
れ
る
虫
が
、
眠
っ
て
い
る
間
に
天
に
昇
っ
て
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人
の
日
ご
ろ
の
行
い
を
報
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す
る
の
で
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村
中
の

人
々
が
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に
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り
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盛
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な
ど
を
し
て
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か

し
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虫
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行
か
せ
な
い
よ
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に
す
る
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ま
り
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と
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。

大
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ひ
な
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形
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な
っ
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り
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千
庚
申
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れ
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庚
申
塔
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
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に
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庚
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と
き
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て
る
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い
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18れ
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庚
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れ
た
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と
と
相

ま
っ
て
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大
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い
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え
が
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ま
れ

た
の
で
し
ょ
う
。

こ
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大
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ギ
は
こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
っ
て
売
却

さ
れ
た
も
の
の
、
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採
に
取
り
か
か
る
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び
に
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が
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て
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手
付
け
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流
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に
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っ
た
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も
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え
ら
れ
て
お
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、
人
々
の
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仰
心
と
結
び
つ
い

た
霊
木
と
し
て
、
地
元
の
人
々
か
ら
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
す
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東
町
小
中
、
県
道
船
笹
倆

神
戸
停
車
場
線
を
大
滝
方
面

に
向
か
い
追
付
橋
を
渡
っ
た

お

っ

つ

け

と
こ
ろ
で
、
ス
ギ
木
立
の
中

に
変
わ
っ
た
形
の
ス
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が
あ

る
の
が
目
に
止
ま
り
ま
す
。

樹
高
は
約

メ
ー
ト
ル
、
主

20

幹
は
根
元
か
ら
５
メ
ー
ト
ル

以
上
あ
り
、
樹
齢
は
２
０
０

年
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
通
常
の
ス
ギ
と
は
違
っ
て
、
長
い
主
幹
の
上
に

枝
が
群
が
り
立
っ
て
お
り
、
丸
い
樹
冠
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ム
レ
ス
ギ
は
ス
ギ
の
変
種
と
い
い
、
主
幹
か
ら
多

く
の
枝
が
群
れ
立
つ
よ
う
に
伸
び
て
い
る
様
子
か
ら

こ
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
県
内
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
珍

し
い
ス
ギ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
文
化
財
係
緯

１
９
３
３

(76)

俯
人
々
の
信
仰
と
結
び
つ
い
た
大
ス
ギ
と
珍
し
い
ム
レ
ス
ギ
俯

No.17

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
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小
平
の
大
ス
ギ

（
市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和

年
３
月

日
指
定
）

63

13

小
中
の
ム
レ
ス
ギ

（
市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和

年
３
月

日
指
定
）

62

19



桐生保健福祉事務所の相談
会場 桐生保健福祉事務所[桐生市

相生町]緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 毎月第２金曜日

時間 午前10時～正午（要予約）

行政相談・人権相談
《行政相談・人権相談》

期日 ５月２日画

時間 午前10時～午後３時

会場 厚生会館２階［問い合わせは、

大間々民生課緯(76)1846へ］

相談員 人権擁護・行政相談委員

《行政相談》

期日 ４月10日牙・５月９日画

時間 午前10時～正午

会場 東庁舎３階［緯(76)0984］

相談員 行政相談委員

子どもたちの教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

社会福祉協議会の相談
《心配ごと相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 ４月25日画・★５月７日我

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【大間々支所 緯(72)4054】

期日 ★４月15日峨・５月15日牙

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【東支所 緯(97)2828】

期日 ４月10日牙・５月12日俄

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《高齢者相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 毎月第３水曜日

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

休 日 当 番 医

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

４/13(日) （54）8735内児相生町２前川内科医院
（43）7757内堤町３権守内科医院
（44）5066外整仲町２こんどう整形外科医院
（53）7711外内眼相生町５高木病院

４/20(日) （73）5811内児大間々町須永医院
（22）7043内児本町２五十嵐内科医院
（43）3134産婦境野町６さとう小児科産婦人科クリニック
（53）1170整相生町５鈴木整形外科クリニック

４/27(日) （52）8289児広沢町４藤田小児科医院
（44）6031内本町３まろ医院
（70）7610内笠懸町松井内科医院
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

４/29(火) （54）8340内児神相生町２森田クリニック
（44）8897内境野町６藤井内科医院
（74）2300外内新里町細野医院
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

５/３(土) （77）1100内児笠懸町寺田内科小児科医院
（53）1188整相生３みやざわ整形外科
（22）4068外内本町３東郷医院
（53）7711外内眼相生５高木病院

５/４(日) （20）7780児新宿３おのこどもクリニック
（44）3818内浜松１細井内科医院
（30）7077麻内大間々町アイダ痛みのクリニック
（45）2828外内産婦浜松１優和クリニック

５/５(月) （72）1025内児大間々町萩原医院
（40）2600整広沢町間ノ島桐生整形外科病院
（30）8808内笠懸町クリニック樹
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

５/６(火) （47）1248児内織姫町おりひめ医院
（30）3660内菱町３日新病院
（53）9668眼相生町３池上眼科医院

（44）7230浜松町２坂口接骨院
４/13(日)

（72）2082大間々町高柳接骨院

（43）1713境野町２高田接骨院
４/20(日)

（74）8826新里町高柳接骨院

（46）3741新宿１鈴木接骨院
４/27(日)

（77）2112笠懸町くぼづか接骨院

（46）2929境野町２深澤接骨院
４/29(火)

（65）5125川内町４ふえき接骨院

（43）6571本町３かしわせ接骨院
５/３(土)

（54）3218相生町２北沢接骨院

（22）4667宮前町１武藤接骨院
５/４(日)

（52）6336広沢町１中里接骨院

（52）0846広沢町５高橋接骨院
５/５(月)

（73）7455大間々町馬場接骨院

（47）0070新宿３河内接骨院
５/６(火)

（53）9966相生町１澤接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合も

あります。確認してお出かけください。

休日当番接骨院

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所

料無 相 談

人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,262人

26,289人

26,973人

18,654戸

［2月末日現在］

(-39)

(－2)

(-37)

(-9)

桐生市の法律相談（弁護士相談）
期日 ４月10・17・24日牙、５月１・

８日牙

時間 午前10時～正午（４月17日、

５月１日は午後１時～３時を

追加）

会場 桐生市役所市民相談室

［緯(46)1111（内線355）］

定員 １日あたり７人（４月17日、

５月１日は14人）

予約 相談を希望する週の月曜日の

午前９時から、専用電話緯(22)2424

で先着順に受け付けます。

消費者相談
期日 毎週月～金曜日（祝日・年末

年始を除く）

時間 午前９時～正午

午後１時～４時

会場 消費生活センター（大間々庁

舎２階［緯(76)0987］）

※来所の際は、事前にご連絡くださ

い。

（29） 広報みどり 呉25



みみどり市ブランどり市ブランドド

山里（自家栽培）で育てた農産物を

心をこめて加工しています。群馬の伝

統のおやきをアレンジして、皮には、

カボチャを使用した「こがねおやき」

です。

【猫の目いんげん１袋】

３個入…350円

【高菜・ふきのとうみそ１袋】

３個入…300円

【ミックス１袋】

３種類入…320円

磯田農園（要予約）

〈東町神戸386 緯(97)2436〉

プロのネイリストに品質、デザイン

共に評価され、美容関係の商材・資材

として愛されている「ネイルシール」

です。デコネイルは、色の発色、デザ

イン、繊細さ、使いやすさ、立体感に

こだわり製作され、また、耐水性、耐

溶剤性に優れています。

【１個】 420～720円

有限会社 有美

〈笠懸町阿左美768-5 緯(77)0791〉

販売場所：インターネット販売

（http://www.you-be.com/）、都内百

貨店など

まゆの詩 こがねおやき DecoNail

～みどり市ブラン～みどり市ブランドド認証商品の紹介⑤認証商品の紹介⑤～～

よよりりどどりりみみどどりり

黄身餡を包んだ焼き菓子にホワイト
あ め

チョコレートをかけて、ふるさとの養

蚕「繭」を再現しました。郷土の歴史

を今に伝える想いの込めた商品です。

ほっくりしていて、親しみ深く幅広い

お客様に喜ばれています。

【１個】 126円

【１箱】 ８個入… 1,135円、12個入

…1,690円、16個入… 2,205円、20

個入…2,730円

御菓子司 大間々青柳

〈大間々町大間々1501-1 緯(72)1475〉

定休日：水曜日

【お詫びと訂正】広報３月号のみどり市ブランド認証商品の紹介で「マンモス焼き」の製造・販売者に誤りがありましたので、

お詫びして訂正します。 （誤）サクシード →（正）有限会社エリゼサンク
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市の鳥 キジ 市の花 キク 市の花 カタクリ 市の木 サクラ（ソメイヨシノ）

みどり市市民憲章、市の木・花・鳥が決まりました

市
の
慣
行
（
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民
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と
市
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・
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が
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